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協働パイロット事業 (H25)企画提案書

団体名 :しぞ～か防災かるた委員会

1.事業の名称
防災学習・観光ツールの新定番 !!

「いざに備えて、楽しく学ぶ  『 しぞ～か防災かるた』で防災学習出前授業」
と「しぞ～か防災かるた競技会 in静岡市」の開催

2.事業方針 (市民や協働で取り組む意義を踏まえてください)

東日本大震災は多くの尊い教訓を残してくれました。それを忘れないためには、故郷静岡の地質や自

然、歴史を知った上で必要な防災知識を多くの人が学び続けることが大切であると考えた有志が、
「し

ぞ～か防災かるた委員会」を立ち上げました。そこで仲間と共に考案したのが、分かりやすく楽しく学

べる防災学習ツール 「しぞ～か防災かるた」です。小学生から80代までの多様な市民をワークショッ

プなどに巻き込んで静岡市バージョン「しぞ～か防災かるた」44首は昨年度、手作りで完成しました。

しかし、作つただけでは活動に賛同じ句を作成してくれた 300人近い市民の思いへお応えすることに

はなりません。防災教育に活かせてこそ、意味があります。

そこで、今年度のしぞ～か防災かるた委員会の活動は、完成した「しぞんか防災かるた」を活用・普

及することを活動の主眼に置いています。

かるたは、「家康が 駿府見守り400年  ぐらつと来たら あおいの法則」といつた静岡の名所と

防災心得が入つた句と共に、かわいいイラス トと分かりやすい解説付きで構成されています。この特徴

を生かし、子どもたちへの普及を取り組んでいきたいと思います。静岡市内小学校で「しぞ～か防災か

るた」を使つた防災学習授業を市内 2校のモデル校で実施し、その成果を市内小学校、中学校、高等学

校、大学で紹介して、学校での防災教育のツールとして活用する基盤を作ること、子どもたちへの普及

と同時に、できれば自主防災、町内の防災訓練などにも活用してもらえるように広報に力を入れていき

たいと考えています。そのためには教育委員会や市危機管理部局の事業や活動と協働して実施できれば

より効果的であると考えました。

最後に、小学校におけるかるた活用による防災学習の成果を、郷土かるたで名高い上毛かるたを参考

に競技方法も考案しており、競技大会の開催という形で実施したいと考えています。

3.協働にあたつて提案団体が果たす役割及び行政に望むこと (市の役割)
<しぞ～か防災かるた委員会>
。「しぞ～か防災かるた」を使つたワークショップ授業の企画 。実施

。「しぞ～か防災かるた」競技会の開催

<行政に望むこと>・ ・関連部局 :教育委員会、学校教育課、危機管理部局、消防、市民生活、観光
。モデル校選定など、学校と連携するための協力

・ かるたによるモデル授業について市内 (学校や町内会などへ)広報

・ 市政出前講座の活用 (防災かるた活用講座の組み込み)

・ 観光案内所などでの展示



4.成 果 目標 (できる限 り具体的に表現 してください)
「しぞ～か防災かるた」を使つて楽しみながら学ぶことで、具体的な静岡の特徴ある地質や自然、歴

史的な場所を覚え、そこでどんな防災心得が必要か、子どもでも自然に暗記して覚えることができ、そ

う言らた知識は、実際の災害時に役立つと考えます。

そして、その学びを確認するために、かるた競技会を行います。今年度はモデル校などを中心に、30

名程度の小学生の部を開催することで第一歩と致します。競技会への参加は、子どもたちのかるたへの

モチベーションを高めることとなり、かるた活用による防災学習への基盤を作ることができると考えて

います。また、子どもから始めることにより、家庭でもかるたを行い、大人にも拡がっていくことが期

待されます。それに応えるため、かるた競技会は大人の部も子どもの部と同様の規模で行い、今後の基

盤としたいと思います。そうした動きに連動して、かるたは、年齢や性別、職業に関係なく一緒に遊び、

学ぶことができ、地域防災に必要な人間関係づくりにも役立つため、自主防災などの防災訓練にも活用

できるよう広報に務めることで、地域の防災訓練の新たなツールになると考えます。

団体名 :しぞ～か防災かるた委員会

5.事業計画
<なにを>

1 「いざに備えて、楽しく学ぶ  『 しぞ～か防災かるた』で防災学習出前授業」

2 「しぞ～か防災かるた競技会 in静岡市」の開催
<対象>

1 市内小学校 3年生以上 1学年 1ク ラス (30人位)+1学 年 (100人位)
2 公募申し込み十当日受付
小学校の部 (小学 3年生以上 3人×10組=30人 )
+ 大人の部 (中学生以上 3人×10組=30人 )

<どのように>

1 45分 授業×2=90分
のプログラム (基本的には学校との協議で内容は決定する)

(例 )・ 。講師は防災かるた委員会の防災

。講義 「減災・防災できること」など

。参加型講義 「かるたで防災クイズ」など

。かるた実践

。かるた作りに挑戦ワークショップ

2 平成 25年度 「しぞ～か防災かるた競技会」in静岡市
(1日 プログラム)モデル競技 予選会 決勝 表彰式

<ど こで いつ>
1 市内小学校 1ク ラス&1学年 1回ずつ 9月 ～ 10月  2時間授業
2 番町市民活動センター内 体育館  1回  2014年 1月 ～ 2月  4時間～ 5時間



6.スケジュール
7月 中       モデル校選定&授業内容調整 (打ち合わせ 2回 )
8月        授業内容 。日程・講師決定
9月        モデル校 2校授業実施
10月        モデル校実施内容まとめ→小中学校へかるた 1セ ット添えて発送・広報
11月 ～ 1月    かるた競技会広報
1月 末から2月 中  平成 25年度「しぞ～か防災かるた競技会」in静岡市の開催
3月        報告書作成

団体名 :しぞ～か防災かるた委員会

7.実施体制および主要スタッフの経歴

講師 (かるた活用授業)。 。事務 (事務担当)

かるた作成ワークショッププログラム作成 。実施講師

・小野寺郷子 (会議ファシリテーター普及協会副代表 。会議ファシリテーター)・ 。責任者 。事務

。高山みほ (イ ラス トレーター・取り札デザイン)。 ・事務

・村松真行 (消防士)

。渡水久雄 (自然環境復元学会員 )

・藤井直之 (静岡大学防災センター 教授) 他
スタッフ (かるた競技会+報告書作成 )

・森智絵 (土木技師)。 ・事務

。原隆一 (土木技師)

。加畑勝之 (静岡県防災フェロー)

・土田真理子 (流域ネットワークメンバー)。 ・事務

・渡邊耐三 (静岡県防災フェロー)。 ・監査

・山田岡1弘 (里の楽校 役員)  他

8.特にアピールしたいこと (専門性、独自性、先駆性、実績など)
<経緯から育まれた市民活動の実績と独自性 >
・ 3年前から静岡市の郷土愛を育むツールとして 「かるた」の作成のため句を集めていた。

・のべ 300人近い人から集めた上の句、下の句を独自のワークショップで短歌にした。
・郷土史並びに防災の専門家による選考委員会を経て、 44首を選定して完成した。
。これまで 19回の実行委員会で解説集と競技方法などを作つてきた。
・メンバーの創意工夫でこれまでは手作リバージョンでかるたを紹介している。

・会員は 25名 。ほとんどが仕事 (専門性の高いもの)を持ちながら、防災やかるたについての学習

を重ね、今回のかるた作りに関わつている。



(様式 3)

協働パイロット事業 (H25)見積書

団体名 : しぞ～か防災かるた委員会

企画のタイ トル :

防災学習・観光ツールの新定番 !!
「いざに備えて、楽しく学ぶ『しぞ～か防災かるた』で防災学習出前授業」
と「しぞ～か防災かるた競技会」の開催

◎実費弁償契約の希望の有無 幕 鉦
小

※ 参加費の徴収、物品の販売、提案団体の自己負担等、委託料以外の財源がある場合

収入見込み額 金  額 主な使途

項   目 金  額 説   明

講師謝金

かるた印昂J費 (200セ ット)

解説集印刷費 (200部 )

間接経費

5, 000

135,｀ 000

40,000

38,000

防災専門家

5000円 ×3回 × 1人 (授業 2回 +競技会 )

出前授業分30+競技会分20

+小学校 (87校)中学校 (43校)に配布分 1

30+予 備 20

ガヽ 計 A 228,000

消費税 B=A× 0.05 11,400
△
ロ 計 A tt B 239,400



(様式 4)

企画提案の概要書

≪注意事項≫

ホームページでの公開資料です。以下のことに注意してください。

・ 丸数字などの特殊記号は使わないようにしてください。
。 図やイラス ト、写真、動画、スライ ド等は掲載できません。
・ htmlで表現できない複雑な表現方法はご利用できません。

提 案 団 体 名 しぞ～か防災かるた委員会

企画案のタイトル 防災学習・観光ツールの新定番 !!

「いざに備えて、楽しく学ぶ『 しぞ～か防災かるた』で防災学習出前授業」

と「しぞ～か防災かるた競技会」の開催

日

(企画提案書の概

要を 400字以内で
ご記入ください。)

要案提

『家康が 駿府見守り400年 ぐらつと来たら あおいの法則上といつた44
首の句で構成される「しぞ～か防災かるた」は、東日本大震災の尊い教訓と静岡の

自然、歴史を同時に、分かりやすく、楽しく、学べる防災学習・観光ツールです6

昨年度、 300人近い市民の想いを繋ぐワークショップ等で44首を手作りで完
成させました。今回は、完成したかるたを活用・普及するための企画です。

まず、市内小学校でかるたを使つたモデル授業を実施し、小中学校へ普及するき

っかけとし、次に地域の防災訓練等での活用に拡げることを考えています。

また、かるたの上の句は、観光案内ツールとしての利用が可能です。それらを踏

まえて、教育や防災関連、そして観光部局と連携・協働 して企画を実施することが

重要だと考えます。

そして、かるた競技大会は、子供達のかるたに取り組むモチベーションを高め、

かるた活用による学習の成果を確認するために有効と考え開催致します。

額金 239,400円


